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平成29年度木造住宅の耐震化推進セミナー

「ものづくりマイスター」を募集

◆ 今月の納税 ◆
町県民税４期　国民健康保険税９期

後期高齢者医療保険料６期　１月31日 (水) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

　静岡県内の事業場で働く(パート・ア

ルバイトを含む）全ての労働者に適応

される「静岡県最低賃金」が改正され、

平成29年10月4日から「時間額832円」

となりました。

　特定の産業には特定 (産業別) 最低賃

金が定められています。詳しくは静岡

県労働局ホームページ、または下記へ

お問合せください。

問　静岡労働局賃金室　

　　　　　　　　  ☎054－254ー6315

　平成29年10月までに警察に通報のあっ

た「声かけ事案などの不審者情報」は

県内で1,263件、下田警察署管内では7

件でした。

　不審者による声かけは、小学生の女

の子が１人で下校しているときに多く

発生しています。防犯ブザーの電池切

れに注意したり、いざというときに逃

げ込める「こどもをまもる家」の場所

を確認したりと防犯対策をしましょう。

　　　  ～地域の皆さまへ～

　下校時間帯には玄関先や庭先に出た

り、買い物やウォーキング、犬の散歩

をしたりと、子ども達の見守りをお願

いします。

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　　  ☎27－2766

　110番は、事件・事故などの緊急時の

ためのものです。緊急性のない相談や

照会などは警察署や交番、または♯9110

にお問合せください。

問　下田警察署　☎27－0110

静岡県最低賃金832円に

地域全体で子どもを見守ろう

1月10日は110番の日です

平成29年度保育のお仕事フェア

相続登記はお済みですか？

平成30年4月採用自衛官候補生説明会

　県内の保育所などへ就職を希望する

方への支援を目的に「保育のお仕事フェ

ア」を開催します。(参加費無料)

日　時　１月27日(土) 13時～16時

場　所　ホテル沼津キャッスルブライトン

　　　　(沼津市日の出町１－１)

内　容　保育士さん就職応援セミナー

　　　　個別面談コーナー

　　　　各種相談コーナー

対　象　保育士資格取得予定者及び保

　　　　育士有資格者で、保育士とし

　　　　て就職を希望する者

　参加希望者は直接会場にお越しくだ

さい。

問　静岡県・静岡市保育士・保育所支援センター

　　　　　　　　  ☎054－271－2110

　静岡県司法書士会では、下記のとお

り無料相談会を開催します。

日　時　２月３日(土) ９時～12時

場　所　下田市民文化会館　小会議室

内　容　相続、遺産分割、遺言など

問　静岡県司法書士会下田支部　志賀

　　　　　　　　　　　　☎34－0007

　 ～守りたいものを守れる人に～　

　自衛官になるための制度はいろいろ

とありますが、その中の一つに自衛官

候補生 (任期制) の制度があります。任

期は２年間または３年間を基準とし、任

期を継続することができます。任期終

了後の再就職については民間企業など

へ再就職するために、資格の取得など、

キャリアサポートは充実していますの

で安心できます。また、選抜試験に合

格すれば定年まで働くことができます。

日　時　１月31日(水) ９時～12時

場　所　ハローワーク下田

　　　　(下田公共職業安定所)

対象者　18歳から27歳未満の男女

※申込み不要、自由に参加が可能です。

問　自衛隊地方協力本部  伊東地域事務所

　　　　　　　　   ☎0557－37－9632

　静岡県建築士会では、県民の皆さま

に既存木造住宅の耐震対策の現状と、

静岡県の取り組みを紹介します。(参加

無料)

日　時　1月30日(火)13時30分～16時30分

場　所　下田土木事務所

受　付　13時～13時30分 (定員50人)

内　容

講習１「熊本地震の被災状況の報告」

講習２「木造住宅の耐震化対策について」

・プロジェクト「TOUKAI-0」

・新耐震基準の木造住宅の耐震性能検

証法の紹介

講習３「新耐震木造住宅技術について」

・最新の耐震補強技術の紹介

問　公益社団法人  静岡県建築士会事務局

　　　　　　　　  ☎054－254－9381

　　　　　　   FAX：054－273－0478

　　　  E-mail:honkai@shizu-shikai.com

　厚生労働省では、技能の継承や後進

の育成に意欲のある人を募集します。

認定要件

以下の①から③すべての要件に該当す

る人の中から、中央技能振興センター

が認定します。

①以下のいずれかに該当する人

・技能検定の特級・１級・単一等級技能

士、または同等の技能を有すると認め

られる人

・技能五輪全国大会成績優秀者(銅賞まで)

②実務経験が15年以上ある人

③技能の伝承や後進の育成に意欲を持

って活動する意思及び能力のある人

申　請　中央職業能力開発協会ホーム

ページから申請書を入手し、必要事項

をご記入の上、下記お問い合わせ先に

申請ください。

期　間　派遣先と相談の上、決定

報　酬　1時間当たり6,100円

問　静岡県職業能力開発協会

　　静岡県地域技能振興コーナー

　　　　　　　　  ☎054－344－0202

　　　　　　　FAX：054－345ー2397

　http://www.town.kawazu.shizuoka.jp
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議
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的
に
は
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る
挑
発
行
為
に
よ
り
、
米
・
中
・

露
に
よ
る
沈
静
化
の
調
整
が
つ
か
な
い
中
、
外
交
的
に

も
経
済
的
に
も
不
安
の
多
い
一
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
経
済
指
標
に
つ
い
て
は
国
内
景
気
は
緩
や
か

な
拡
大
を
続
け
、
日
経
平
均
株
価
は
一
時
25
年
ぶ
り
の

高
値
を
付
け
る
な
ど
、
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
県
内
景
気
を
み
る
と
消
費
回
復

に
向
け
薄
日
が
差
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
は
あ
る
反
面
、

残
念
な
が
ら
伊
豆
半
島
南
部
の
市
町
で
は
個
人
消
費
も

伸
び
悩
み
、
低
迷
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
厳
し
い
中
で
も
河
津
町
内
で
は
商

工
業
者
の
数
も
、
県
内
他
市
町
に
比
較
し
唯
一
増
加

し
、
直
近
１
、
２
年
に
町
内
へ
の
移
住
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
子
育
て
支
援
政
策
の

効
果
と
、
移
住
者
支
援
の
施
策
の
効
果
で
あ
り
、
子
育

て
世
代
も
多
く
、
起
業
す
る
方
も
お
り
ま
す
。
今
後
、

空
き
家
バ
ン
ク
や
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る

な
ど
、
よ
り
一
層
の
人
口
減
少
対
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
「
天
城
北
道

路
」
が
開
通
し
ま
す
。
町
内
で
は
「
下
田
河
津
Ⅱ
期
工

区
」
の
逆
川
・
小
鍋
間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
工
し
ま

す
。
な
に
よ
り
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
昨
年
12
月

13
日
、
「
天
城
峠
道
路
」
の
ル
ー
ト
が
西
側
ル
ー
ト
に

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
２
、
３
年
で
環
境
影
響
調
査
を

行
い
、
そ
の
後
着
工
の
手
順
と
な
り
ま
す
。
縦
貫
自
動

車
道
の
整
備
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
町
内

へ
の
容
易
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
重
要
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
整
備
の
課
題

を
は
じ
め
「
高
齢
者
の
健
康
寿
命
対
策
」、「
子
育
て
支

援
の
充
実
」、「
地
域
産
業
の
活
性
化
」、「
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
、
「
防
災
対
策
」
等
の
課
題
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
、
議
会
と
行
政
の
二
元
代

表
制
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

と
共
に
、
「
河
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
念
頭
に
地
方
創
生
に
お
け
る
諸
施
策
を
推
進
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満

ち
た
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
私
は
昨
年
11
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
後
４
年
間
の
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
同
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

る
為
に
奮
闘
す
べ
き
年
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し
た

新
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
人
口
は
、
平
成
29
年
公
表
の
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

で
は
２
０
５
３
年
に
は
１
億
人
を
割
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
、
国
内
需
要
の
縮
小
や
労
働

力
人
口
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
経
済
活
力
の
低
下
を
は

じ
め
、
私
達
の
生
活
全
般
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
賀
茂
地
区
で
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

河
津
町
に
お
い
て
も
、
推
計
年
（
２
０
１
０
年
）
か
ら

30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
５
２
３
５
人
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
河
津
町
は
温
泉
が
あ
り
、
海
・
山
・
川
の

自
然
に
恵
ま
れ
、
伊
豆
東
海
岸
の
交
通
の
要
所
と
し
て

利
便
性
に
も
恵
ま
れ
、
病
院
も
あ
り
生
活
環
境
と
し
て

は
、
賀
茂
地
区
の
中
で
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
少
子
高
齢
化
は

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
は
、
労
働

力
と
な
る
人
の
定
住
を
い
か
に
進
め
る
か
が
大
事
な
施

策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
子
育
て
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
そ
し
て
働
き
場
を
確
保
す
る

事
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
「
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
」
で
河
津
町
チ
ー
ム
が
町
の
部
・
12
チ
ー
ム
中
で

６
位
に
入
賞
し
、
選
手
た
ち
が
一
生
懸
命
走
り
健
闘
す

る
姿
を
見
て
、「
小
さ
い
町
で
も
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
大
き
な
町
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
魅
力
あ
る
町
に
出

来
る
ん
だ
」
と
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
何
と

か
し
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
少
し
で
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

私
た
ち
の
町
に
明
る
い
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
河
津
桜
も
開
花
し
、
河
津
桜
ま
つ

り
で
町
も
活
気
づ
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
も
、
「
情
報
公
開
と
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
」
で
町

全
体
に
花
が
開
く
よ
う
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
津
町
長

岸
　
　
重
宏

２

　平成30～31年度にエコクリーンセン

ター東河の大規模改修工事を実施しま

す。この間、通常２炉での焼却を１炉ず

つの交代運転とし、他市町に焼却を依

頼しますので、ごみの減量について一

層のご協力をお願いします。

　 ―ごみを減量するには (参考) ―

・役場の古着等回収ボックスを利用す

る（洗濯済みの不用衣類を、町指定の

可燃袋に入れて出してください）

・資源ごみ（ペットボトル、新聞紙、

雑誌やダンボールなど）の分別を徹底

し、資源の有効活用をしましょう。

・生ごみの水を十分に切って出す

※家庭用生ごみ処理機の購入補助金も

ご活用ください。

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日　時　２月３日(土) ９時30分～16時

場　所　伊豆農業研究センター

　　　　（東伊豆町稲取3012番地）

内　容　カンキツ類新品種の試食会、

試験研究新技術展、切り花・みかん・

ワサビほか農産物の販売

問　伊豆農業研究センター

　　　　　　　　  ☎0557－95－2341

（11月１日～30日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（12月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,415 人　　前月比（±０)

3,595 人

3,820 人

3,327 世帯　前月比（＋７）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

日　時　１月17日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター１階

　　　　展示室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日　時　２月７日(水)　10時～15時

場　所　役場２階　第２会議室

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日時・場所

１月11日(木)　下田市役所 (要予約)

１月18日(木)　河津町役場 (要予約)

９時30分～11時30分　13時～14時

問　下田市役所市民保健課   ☎22－3922

　　河津町役場町民生活課　☎34ー1932

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　１月10日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日　程　１月23日(火)、３月27日(火)

時　間　９時～12時

場　所　ハローワーク下田

費用は無料、申し込みは不要です。

問　静岡県ナースセンター下田相談所

　　　　　　　　☎080－2650－0327

人権・行政・生活相談

日本年金機構出張相談

身近なこと生活相談へ

ごみの減量について

犬・ねこ適正飼養相談

介護職等再就職相談のお知らせ

第11回伊豆農業研究センター公開デー

お知らせ

◆ 今月のふれあい町長室 ◆
１月24日(水) 13時30分～15時00分　1人20分程度、団体不可

（職員が立会います）

予約受付：１月15日(月)～１月19日(金)

問　まちづくり推進課　34ー1924

平成29年12月23日、副町長に土屋晴弥氏、教育長に鈴木基氏
が就任しました。

土屋　晴弥 氏
つちや はるや

鈴木　基 氏
すずき もとい

　
飯
田
起
与
副
町
長
が
平
成
29
年
11
月

27
日
、
横
山
宥
久
教
育
長
が
平
成
29
年

12
月
22
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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コーケンくん ミ～ホちゃん

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　１月９日(火)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　１月22日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　

場　所　保健福祉センター

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　２月６日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査（要予約）

日　時　１月29日(月)

場　所　保健福祉センター相談室２

　２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ

ています。子どもの言葉の発達やしつ

けなどで心配なことがある人、利用し

たい人は、保健福祉課まで連絡してく

ださい。

●今月のテーマ

元気な高齢者に
なろう

保健福祉課　☎34－1937

　

平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
の

河
津
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
３
，

０
２
０
人
で
す
。
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
数
は
５
０
６
人

で
、
高
齢
者
の
う
ち
16
．
８
％

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
額
で

見
る
と
、
今
年
度
８
億
９
千
万

円
か
か
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
と
比
べ
認
定

者
数
は
29
人
の
増
（
０
．
５
％

増
）
、
給
付
費
は
、
８
千
８
百

万
円
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
原
因
は
、
高
齢
者
の

増
加
や
介
護
す
る
人
の
高
齢
化

や
一
人
暮
ら
し
で
介
護
す
る
人

が
い
な
い
た
め
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
給
付

費
が
増
加
す
る
と
皆
様
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

で
き
れ
ば
、誰
し
も
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
わ
ず
、
元
気
で
長
生

き
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
食

事
に
注
意
し
、
適
度
な
運
動
を

心
が
け
る
こ
と
や
、
病
気
を
早

期
に
発
見
し
早
期
に
治
療
す
る

た
め
に
も
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
認
知
症
予
防
の

た
め
趣
味
活
動
や
仲
間
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
各
種
健
診
や
介
護

予
防
事
業
と
し
て
、
仲
間
と
楽

し
く
過
ご
し
な
が
ら
運
動
が
で

き
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
で
興
味
が
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
元
気

で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
知
恵
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

保
健
福
祉
課
　
遠
藤
　
絹
代
　
保
健
師

歯周病･口腔がん検診
もう受けましたか？
　歯周病は自覚症状がなく進行

します。受診していない人はこ

の機会に受診しましょう。

■対象者　今年度に40歳、50歳、

60歳、70歳になる人（対象者は

8月に問診票を郵送しています）

■実施期間　2月末まで

【問い合わせ】

　　　保健福祉課　34－1937

歯周病・口腔がん検診　実施医療機関

※受診希望の診療所に直接申し込んでください。町外の歯科診療所は該当しません。

浜 土・日・祝日

日・祝日

水・日・祝日

木・日・祝日

日・祝日

34－0711

34－1234

34－0034

37－1111

32－0655

浜

浜

下佐ヶ野

田中

歯科診療所名

庄内歯科クリニック

ヒロ歯科クリニック

石原歯科医院

いなば歯科医院

中村屋歯科医院

地　区 電話番号 休診日 検診内容など

【負担金】
  1,000円
（70歳は無料）

【内容】
  問診・歯と歯ぐき
  の診察、検査

現在の国民健康保険(国保)は、市区町村ごとに運営されていますが、

平成30年4月からは、都道府県と共同で運営していきます。
【問い合わせ】町民生活課保険年金係　☎34－1932

静岡県では・・・

【市町ごとに運営】 【市町と県とで運営】

● 平成30年3月まで ● 平成30年４月から

国保が抱えるさまざまな課題(高齢者の割合

が高く所得水準が低い、医療水準が高いな

ど)を解消するため、運営規模を大きくし、

財政を安定させることがねらいです。

　

国
保
の
資
格
管
理
が
県
単
位
に

な
り
、
河
津
町
か
ら
県
内
の
市
町

へ
転
出
し
た
場
合
、
国
保
の
資
格

は
継
続
し
ま
す (

被
保
険
者
証 (

保

険
証) 

な
ど
は
転
出
先
の
市
町
で

交
付) 

。
県
内
の
市
町
か
ら
河
津

町
に
転
入
す
る
と
き
も
同
様
で
す
。

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
県
が
市

町
ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
標
準
保

険
税
（
料
）
率
を
決
定
し
、
町
が

そ
れ
に
基
づ
い
て
税
額
を
算
定
し

ま
す
。

県
が
加
わ
っ
て
国
保
を
運
営

　

資
格
管
理
が
県
単
位
に
な
る
た
め
、

県
内
市
町
間
で
転
入
や
転
出
を
し

て
も
、
平
成
30
年
４
月
以
降
に
受

診
し
た
分
の
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
該
当
回
数
は
引
き
継
が
れ

ま
す
。

　

な
お
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

・
国
保
税
を
町
に
納
め
る
こ
と

・
国
保
税
の
納
付
方
法

・
健
康
保
険
の
切
替
手
続
き
や
、

高
額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
な
ど

を
町
の
窓
口
で
行
う

・
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

高
額
医
療
費
の
多
数
回
該
当

が
県
単
位
で
通
算
さ
れ
ま
す

現在の保険証

現在お持ちの保険証などは、

平成30年4月1日以降の更新

まで使用できます！

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
保
険
年
金
係

　
　 

　
　
　
☎ (

３
４) 

１
９
３
２

新様式の保険証(案)

平成30年4月以降に交付する
保険証などの様式が変わります

Ｂ町Ａ市

Ｃ市

Ｃ市

県

Ａ市

Ｂ町

県が決定した納付金を
市町が納付

県は保険給付に
必要な費用を市
町に支払う

運営方針の策定運営方針の策定

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　年　月　日

記号番号
指名　　　　　　　　　　　　　　　　　性別
生　年　月　日　　　　　　　　　生　年　月　日
資格取得年月日　　　　　　　　　生　年　月　日
交 付 年 月 日　　　　　　　　　生　年　月　日

世帯主氏名

住所

保険者番号

保険者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

都道府県
番号

保険者別
番号

検証
番号

静　 岡 　県
国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　年　月　日

都道府県
番号

市区町村
番号

検証
番号

記号番号
指名　　　　　　　　　　　　　　　　　性別
生　年　月　日　　　　　　　　　生　年　月　日
適用開始年月日　　　　　　　　　生　年　月　日
交 付 年 月 日　　　　　　　　　生　年　月　日

世帯主氏名

住所

保険者番号

交付者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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11
月
23
日
、
熊
本
市
の
坪
井
川

遊
水
地
に
お
い
て
河
津
桜
植
樹
祭

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊

本
地
震
の
復
興
支
援
に
と
、
河
津

町
が
河
津
桜
の
苗
木
１
３
０
本
を

熊
本
市
に
贈
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
式
典
に
は
飯
田
起
与
前

副
町
長
や
熊
本
市
民
が
出
席
し
ま

し
た
。
参
加
者
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ

を
手
に
、
坪
井
川
遊
水
地
の
土
手

　
沿
い
に
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
苗

木
に
は
、
河
津
町
の
小
学
生
が
震

災
の
復
興
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
短
冊
が
つ
る
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飯
田
起
与
前
副
町
長
は
「
苗
木

は
数
年
か
け
て
花
を
つ
け
始
め
る
。

熊
本
の
復
興
と
共
に
、
河
津
桜
が

咲
き
誇
る
と
き
を
心
待
ち
に
し
た

い
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
挨
拶
し
、

「
坪
井
川
遊
水
地
の
会
」
副
会
長

の
秋
山
高
宏
さ
ん
は
「
地
元
住
民

の
手
で
満
開
の
桜
並
木
を
育
て
た

い
。
熊
本
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来

故
郷
を
思
い
出
す
場
所
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

発
祥
の
地
に
育
つ
河
津
桜
の
保

護
育
成
を
計
る
た
め
に
河
津
桜
守

人
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
河
津
桜
を

見
守
り
、
手
入
れ
等
を
実
践
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
河
津
桜
守
人
の

会
」
設
立
総
会
が
11
月
30
日
に
行

わ
れ
、
剪
定
や
病
害
虫
対
策
な
ど

の
事
業
計
画
や
役
員
選
出
な
ど
の

議
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
長
に
は
、
土
屋
達
雄
さ
ん
＝

田
中
＝
が
選
任
さ
れ
新
任
の
挨
拶

で
「
事
前
に
町
で
管
理
し
て
い
る

河
津
桜
の
現
状
を
調
査
し
デ
ー
タ

化
し
た
の
で
、
こ
れ
を
会
員
で
共

有
し
、
事
業
を
計
画
的
に
効
率
よ

く
安
全
に
進
め
て
行
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。　

　

同
会
の
会
員
は
、
現
在
14
名
で
、

一
昨
年
河
津
桜
守
人
に
認
定
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
加
藤
正
通
樹
木
医
が
就
任

し
ま
し
た
。

町
民
へ
の
お
願
い

　

河
津
川
沿
い
の
ナ
ン
バ
ー
札
が

付
い
て
い
る
桜
に
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
ナ
ン
バ
ー
と
状
況
を
事
務

局
ま
で
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

問
　
河
津
桜
守
人
の
会
事
務
局

産
業
振
興
課
☎ (

３
４) 

１
９
４
６

河
津
桜
の
保
護
育
成
の
た
め

河
津
桜
守
人
の
会
設
立
総
会

news

news

news

熊
本
市
に
河
津
桜
の
苗
木
を
寄
贈

河
津
桜
植
樹
祭

河津桜守人の会　会員たち

剪定作業をする参加者達

河
津
桜
合
同
剪
定
作
業

川
沿
い
の
河
津
桜
を
剪
定

写真上：
河津桜の苗木を
贈る飯田起与前
副町長

写真左：
坪井川に河津桜
を植樹する参加
者

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
河

津
桜
合
同
剪
定
作
業
（
河
津
桜
守

人
、
か
わ
づ
花
の
会
、
守
人
サ
ポ

ー
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
案
内
人
）
を

12
月
２
日
、
５
日
、
19
日
の
３
日

間
（
述
べ
約
１
１
０
名
）
で
行
い

ま
し
た
。
河
津
川
沿
い
の
笹
原
公

園
付
近
と
豊
泉
の
足
湯
付
近
約
１

１
０
本
の
支
障
木
や
枯
れ
枝
、
樹

木
の
成
長
を
妨
げ
る
徒
長
枝
、
ヒ

コ
バ
エ
な
ど
を
除
去
し
、
健
全
な

木
に
育
つ
よ
う
樹
形
を
整
え
ま
し

た
。

　町表彰式が12月7日、役場議場で行われ、長年にわたり町の振興発展に貢献した山本和之さんを
岸重宏町長が表彰しました。

謝辞を述べる山本和之さん

【
有
功
表
彰
】

山
本　

和
之
さ
ん
（
71
歳
）

　
　
　
　
　
　
　

＝
見
高
入
谷
＝

　

多
年
に
わ
た
り
、
河
津
町
議
会

議
員
を
務
め
、
そ
の
間
同
議
長
、

同
常
任
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
す

る
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
行
政

連
絡
委
員
を
務
め
る
な
ど
地
域
行

政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
岸
重
宏
町
長
が

「
長
年
の
河
津
町
を
思
う
御
志
の

高
さ
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
念

を
表
す
と
と
も
に
、
そ
の
ご
活
躍

を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ご
家
族

並
び
に
関
係
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
を
贈
り
、
山
本
和
之
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

曜
日
や
時
間
を
気
に
せ
ず
、
24
時

間
い
つ
で
も
気
軽
に
納
付
が
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま
す
。

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
引
き
続
き
、
役

場
や
金
融
機
関
で
の
窓
口
納
付
や

口
座
振
替
も
可
能
で
す) 

。

　

休
日
や
夜
間
を
問
わ
ず
税
金
を

納
付
で
き
る
の
で
、
平
日
昼
間
が

忙
し
く
、
時
間
が
取
れ
な
い
人
に

も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
収
納
代
行
業
者
や
コ
ン

ビ
ニ
各
社
と
は
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
安

心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
税
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

　

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
セ
ブ
ン 

ー 

イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
こ
の
他
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

取
扱
い
店
は
平
成
30
年
４
月
以

降
郵
送
す
る
納
付
書
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

取
り
扱
え
な
い
納
付
書
は
次
の

と
お
り
で
す 

。

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷
の
な
い
納
付
書

・
バ
ー
コ
ー
ド
部
分
が
傷
や
汚
れ

で
読
み
取
れ
な
い
納
付
書

・
金
額
を
修
正
し
た
納
付
書

・
納
付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の

　
こ
れ
ら
は
、
役
場
ま
た
は
金
融

機
関
で
納
付
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
徴
収
係

　
　
　
　
　 

☎ (

３
４) 

１
９
２
８

し
し
ょ
う
ぼ
く

と
ち
ょ
う
し

か
わ
づ
ざ
く
ら
も
り
び
と
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　七滝観光協会主催の滝まつりが11月20日、河津初景滝

前で開催され、多くの地域住民や観光客で賑わいまし

た。会場では伊豆の踊り子や山伏姿の協会員が猪鍋を振

る舞い、訪れた人々は紅葉や滝を眺めながら猪肉たっぷ

りの猪鍋を味わっていました。このほか、アマゴの塩焼

きや焼き椎茸、河津グルメ「泣きべそ餅」の販売が行わ

れました。

　河津町商工会青年部が主催する、子ども向けの職業

体験イベント「第６回職人への道」が11月18日、河津

バガテル公園で開かれました。イベントでは町内の50

人の小学生が４グループに分かれて木工や電気工事、料

理、フラワーデザインを体験し、さまざまな職業につ

いて知ると同時に、働くことの楽しさや大切さを実感

していました。

フラワーデザインを体験する子どもたち

踊り子が猪鍋を振る舞う
河津七滝滝まつり

働くことの楽しさや大切さを実感
第6 回職人への道

猪鍋を振る舞う伊豆の踊り子

　

平
成
29
年
度
「
食
の
都
の
授
業
」

（
主
催
・
静
岡
県
）
が
12
月
１
日
、

西
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
産
食
材
の
魅
力
や
味

に
関
す
る
知
識
、
料
理
の
楽
し
さ

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
食
の
都
の
授
業
」
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
五
味
を

五
感
で
感
じ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

西
小
学
校
の
５
・
６
年
生
21
人
が

味
噌
汁
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
講
師
の
ふ
じ
の
く
に
食

の
都
仕
事
人
・
猪
爪
康
之
さ
ん

（
か
ね
吉
一
灯
庵
料
理
長
）
が

「
酸 (

す
っ
ぱ
い) 

、
苦 (

に
が
い) 

、

甘 (

あ
ま
い) 

、
辛 (

か
ら
い) 

、

塩
辛 (

し
お
か
ら
い) 

」
の
五
味
を

紹
介
し
、「
料
理
は
香
り
が
大
事
。風

邪
を
引
い
て
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
き
は
料
理
も
お
い
し
く
な
い
」

と
話
し
、
児
童
た
ち
は
五
味
を
一

つ
一
つ
味
わ
い
な
が
ら
そ
の
酸
っ

ぱ
さ
や
苦
さ
を
確
か
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
猪
爪
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
じ
ゃ
が
い
も
や
た
ま
ね
ぎ
、

わ
か
め
な
ど
の
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
味
噌
汁
の
料
理
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
班
ご
と
に
分
か
れ
た
児

童
た
ち
は
、
初
め
て
使
う
包
丁
や

ピ
ー
ラ
ー
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

友
達
と
協
力
し
合
い
お
い
し
い
味

噌
汁
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五味の一つ“酸”を舐めて「スッパイ！」

初めての包丁にチャレンジ

西小学校５・６年生　食の都の授業

Topics
特産物を使った味噌汁に挑戦

い
の
つ
め

や
す
ゆ
き

2018.１　広報かわづ

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

神様とつながる暮らし方 彩図社

毎日新聞出版

大泉書店

自由現代社

双葉社

橋本　愛子/編著

鳥羽　亮

卒母のススメ

マンガでわかる犬のきもち

初中級者のための
オカリナが上手くなる方法

荒海を渡る鉄の舟

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

みんなで道トーク！１
学校編

河出書房新社

ポプラ社

講談社

偕成社

福音館書店

上杉謙信

吉野　万理子/作
黒須　高嶺/絵

とうごう　なりさ

藤川　大祐/監修
田中　六大/マンガ

加来　耕三
/画・構成・監修

パイロットのたまご

モアナと伝説の海

じょやのかね

スーザン・フランシス/作
しぶや　まさこ/訳

2018 若い人に贈る読書のすすめ

みんなで飾ったクリスマスツリー

　「若い人に贈る読書のすすめ」は、成人式・卒業式など新たな人生の
一歩を踏み出す若い人にぜひ読んでもらいたい本を紹介する運動です。
※掲載図書からおすすめの本(ほかにも多数あります。)

大浦　春堂

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

１月11・18・25日
(木曜日)

　　  幼児向け　10時10分～10時30分
１月13日

(第２土曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」
15時50分～16時20分

１月10・17・24日
(水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

☆冬の図書館日記☆

23 24 25

22

26

23

27

19 20

24

28 29 30 31

25

2121 22

19 2016 17 1814 15

12 13９

２

10

３

11

４ ６５

７ ８

１

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　１月

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.177
Ｈ30.1

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：１月25日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年9月生まれの赤ちゃん

藤原　和博■10年後、君に仕事はあるのか？

植松　努■「どうせ無理」と思っている君へ

吉野　源三郎■君たちはどう生きるか

羽生善治・NHKスペシャル取材班■人工知能の核心

国谷　裕子■キャスターという仕事

田中　慎弥■孤独論

ロート・レープ/新朗　恵 (訳)■ヒーロー　家族の肖像

前野ウルド浩太郎■バッタを倒しにアフリカへ

アーサー・ビナード (編著）■知らなかった、ぼくらの戦争

青羽　悠■星に願いを、そして手を。

北山　公路■マルカン大食堂の奇跡

山中伸弥、羽生善治、是枝裕和、
山極壽一、永田和宏

■僕たちが何者でも
　　なかった頃の話をしよう

■女の子が生きていくときに、
　　覚えていてほしいこと

西原　理恵子

　12月、クリスマスツリーがいっぱい
の図書館。みんなが作ったリースやブー
ツのオーナメントを飾って、大きな柱
も賑やかなクリスマスツリーになりま
した。

西原　理恵子
+卒母ーズ

影山　直美
/マンガ・イラスト

写真上 ゴールする片山選手

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　劇団オフィスやまいもによる冬のこども人形劇が12

月3日、文化の家で開催され、「犬のはなし」、「あいさ

つのきらいな王さま」が上演されました。会場には約

50人の子どもたちが訪れ、「あいさつのきらいな王さ

ま」ではあいさつを禁止した王さまとその国民の物語

を通して、あいさつをすることの大切さを学んでいま

した。

　県内全35市町が参加した第18回静岡県

市町対抗駅伝競走大会が12月2日、静岡市

内で行われ、12人の選手がタスキをつな

ぎ42.195㎞を走り抜けました。河津町

選手団の記録は２時間27分54秒で、町の

部で６位入賞を果たし、人口１万人未満の

町の中で１位になったチームに贈られる

「ふるさと賞」を受賞しました。また、

1,500mトラック競技には、小学生男女2

人が参加し、力いっぱい走りました。

カーネーションを眺める来園者

　カーネーション見本園が12月17日に開園し、色彩豊

かなカーネーションが来場者の目を楽しませています。

開園には多くの観光客や地域住民が訪れ、「毎年来てい

るが、来るたびに新しい品種を見ることができてとて

も楽しい」と感心しながら見入っていました。本見本

園は５月13日まで開園しています。町民は100円で入

園できますので、ぜひお出かけください。

彩り豊かな大輪が咲きそろう
カーネーション見本園

あいさつの大切さを学ぶ
文化の家図書館　冬のこども人形劇

人形劇を鑑賞する子どもたち

代表選手12人が疾走
第18回静岡県市町対抗駅伝競走大会

写真左 町代表選手団

【出場選手】

　1区　谷和可子

　2区　野田連太郎

　3区　酒井涼帆

　4区　木下小百合

　5区　加畑凱

　6区　鳥澤祐一

　7区　正木楓

　8区　板垣南美

　9区　植田愛子

  10区　平川夕可里

  11区　正木颯

  12区　片山径介

1500ｍ  土屋光叶

　　　  山本紗弥

2018.１　広報かわづ 2018.１　広報かわづ ６９



フ シュレッ
339

患者さんの身体や
心を元気にしたい

外岡　秀樹さん
とのおか　　ひでき

浜

28歳　A型　しし座

社会法人健育会  熱川温泉病院  勤務

　
小
学
生
の
頃
に
リ
ハ
ビ
リ
に

興
味
を
持
ち
、※

理
学
療
法
士

と
い
う
職
業
を
知
っ
た
外
岡
秀

樹
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
理
学
療
法

士
を
目
指
し
て
勉
強
し
、
今
で

は
夢
を
叶
え
て
熱
川
温
泉
病
院

で
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
は
思

う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
多

い
そ
う
で
す
が
、
職
場
の
雰
囲

気
が
明
る
く
、
働
き
や
す
い
環

境
な
の
で
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
何
ら
か
の
不
自

由
を
抱
え
て
い
る
人
々
と
、
共

に
努
力
し
、
身
体
や
心
の
リ
ハ

ビ
リ
を
手
助
け
で
き
る
こ
と
に

強
い
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
秀
樹
さ
ん
の
趣
味
は
、
小
学

生
か
ら
続
け
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
。

週
に
数
回
フ
ッ
ト
サ
ル
を
や
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
試

合
を
し
た
り
、
大
会
に
出
た
り

し
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

「
就
職
し
て
６
年
目
、
理
学
療

法
士
と
し
て
も
６
年
目
。
病
院

で
は
中
堅
く
ら
い
の
立
場
で
す

が
、
自
分
と
し
て
は
ま
だ
半
人

前
だ
と
感
じ
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
身
体
や
心
を
元
気
に
し
て
、

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

勉
強
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
努
力
家
の
秀
樹
さ
ん

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。

本物のわさびを
世界中に

金指　正樹くん
かなざし　　まさき

湯ヶ野

河津中学校１年

　
僕
の
家
は
わ
さ
び
農
家
で
す
。

両
親
の
姿
を
見
て
育
っ
た
僕
は
、

い
つ
し
か
わ
さ
び
農
家
を
継
ぐ
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
罰
ゲ
ー
ム
と

し
て
扱
わ
れ
る
チ
ュ
ー
ブ
の
ね
り

わ
さ
び
。
ほ
と
ん
ど
の
人
の
反
応

は
「
辛
い
」
や
「
ツ
ー
ン
と
す
る
」

で
す
。
僕
は
そ
の
映
像
を
見
る
た

び
「
本
物
の
わ
さ
び
の
味
は
そ
ん

な
も
の
で
は
な
い
の
に
」
と
悔
し

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
学
校
で
わ
さ
び

講
話
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
本
物
の
わ
さ
び
を
擦
っ
て
食

べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
友
達
の

反
応
は
「
辛
く
な
い
」「
香
り
が
い

い
」
と
い
う
も
の
ば
か
り
。
そ
の

反
応
を
見
た
と
き
、
本
物
の
わ
さ

び
の
味
を
広
め
た
い
と
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
の
僕
で
は
知
識
が

足
り
ま
せ
ん
。
視
野
も
広
げ
な
け

れ
ば
、
わ
さ
び
の
お
い
し
さ
を
広

め
る
こ
と
や
、
立
派
な
わ
さ
び
を

作
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

農
家
の
や
り
方
を
勉
強
す
る
こ
と

な
ど
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
僕

の
父
は
家
を
継
ぐ
前
に
築
地
の
市

場
で
勉
強
を
し
て
い
た
と
聞
き
ま

し
た
。
僕
も
父
の
よ
う
に
他
の
場

所
で
経
験
を
積
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
は
、
わ
さ
び
を
使
っ
た
料
理

や
そ
の
作
り
方
に
も
興
味
が
あ
り

ま
す
。
わ
さ
び
の
知
識
を
多
く
身

に
つ
け
、
わ
さ
び
に
関
わ
っ
て
生

活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

38
家の手伝いをする正樹さん
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新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

神様とつながる暮らし方 彩図社

毎日新聞出版

大泉書店

自由現代社

双葉社

橋本　愛子/編著

鳥羽　亮

卒母のススメ

マンガでわかる犬のきもち

初中級者のための
オカリナが上手くなる方法

荒海を渡る鉄の舟

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

みんなで道トーク！１
学校編

河出書房新社

ポプラ社

講談社

偕成社

福音館書店

上杉謙信

吉野　万理子/作
黒須　高嶺/絵

とうごう　なりさ

藤川　大祐/監修
田中　六大/マンガ

加来　耕三
/画・構成・監修

パイロットのたまご

モアナと伝説の海

じょやのかね

スーザン・フランシス/作
しぶや　まさこ/訳

2018 若い人に贈る読書のすすめ

みんなで飾ったクリスマスツリー

　「若い人に贈る読書のすすめ」は、成人式・卒業式など新たな人生の
一歩を踏み出す若い人にぜひ読んでもらいたい本を紹介する運動です。
※掲載図書からおすすめの本(ほかにも多数あります。)

大浦　春堂

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

１月11・18・25日
(木曜日)

　　  幼児向け　10時10分～10時30分
１月13日

(第２土曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」
15時50分～16時20分

１月10・17・24日
(水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

☆冬の図書館日記☆

23 24 25

22

26

23

27

19 20

24

28 29 30 31

25

2121 22

19 2016 17 1814 15

12 13９

２

10

３

11

４ ６５

７ ８

１

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　１月

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.177
Ｈ30.1

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：１月25日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年9月生まれの赤ちゃん

藤原　和博■10年後、君に仕事はあるのか？

植松　努■「どうせ無理」と思っている君へ

吉野　源三郎■君たちはどう生きるか

羽生善治・NHKスペシャル取材班■人工知能の核心

国谷　裕子■キャスターという仕事

田中　慎弥■孤独論

ロート・レープ/新朗　恵 (訳)■ヒーロー　家族の肖像

前野ウルド浩太郎■バッタを倒しにアフリカへ

アーサー・ビナード (編著）■知らなかった、ぼくらの戦争

青羽　悠■星に願いを、そして手を。

北山　公路■マルカン大食堂の奇跡

山中伸弥、羽生善治、是枝裕和、
山極壽一、永田和宏

■僕たちが何者でも
　　なかった頃の話をしよう

■女の子が生きていくときに、
　　覚えていてほしいこと

西原　理恵子

　12月、クリスマスツリーがいっぱい
の図書館。みんなが作ったリースやブー
ツのオーナメントを飾って、大きな柱
も賑やかなクリスマスツリーになりま
した。

西原　理恵子
+卒母ーズ

影山　直美
/マンガ・イラスト

写真上 ゴールする片山選手

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　劇団オフィスやまいもによる冬のこども人形劇が12

月3日、文化の家で開催され、「犬のはなし」、「あいさ

つのきらいな王さま」が上演されました。会場には約

50人の子どもたちが訪れ、「あいさつのきらいな王さ

ま」ではあいさつを禁止した王さまとその国民の物語

を通して、あいさつをすることの大切さを学んでいま

した。

　県内全35市町が参加した第18回静岡県

市町対抗駅伝競走大会が12月2日、静岡市

内で行われ、12人の選手がタスキをつな

ぎ42.195㎞を走り抜けました。河津町

選手団の記録は２時間27分54秒で、町の

部で６位入賞を果たし、人口１万人未満の

町の中で１位になったチームに贈られる

「ふるさと賞」を受賞しました。また、

1,500mトラック競技には、小学生男女2

人が参加し、力いっぱい走りました。

カーネーションを眺める来園者

　カーネーション見本園が12月17日に開園し、色彩豊

かなカーネーションが来場者の目を楽しませています。

開園には多くの観光客や地域住民が訪れ、「毎年来てい

るが、来るたびに新しい品種を見ることができてとて

も楽しい」と感心しながら見入っていました。本見本

園は５月13日まで開園しています。町民は100円で入

園できますので、ぜひお出かけください。

彩り豊かな大輪が咲きそろう
カーネーション見本園

あいさつの大切さを学ぶ
文化の家図書館　冬のこども人形劇

人形劇を鑑賞する子どもたち

代表選手12人が疾走
第18回静岡県市町対抗駅伝競走大会

写真左 町代表選手団

【出場選手】

　1区　谷和可子

　2区　野田連太郎

　3区　酒井涼帆

　4区　木下小百合

　5区　加畑凱

　6区　鳥澤祐一

　7区　正木楓

　8区　板垣南美

　9区　植田愛子

  10区　平川夕可里

  11区　正木颯

  12区　片山径介

1500ｍ  土屋光叶

　　　  山本紗弥
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コーケンくん ミ～ホちゃん

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　１月９日(火)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　１月22日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　

場　所　保健福祉センター

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　２月６日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査（要予約）

日　時　１月29日(月)

場　所　保健福祉センター相談室２

　２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ

ています。子どもの言葉の発達やしつ

けなどで心配なことがある人、利用し

たい人は、保健福祉課まで連絡してく

ださい。

●今月のテーマ

元気な高齢者に
なろう

保健福祉課　☎34－1937

　

平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
の

河
津
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
３
，

０
２
０
人
で
す
。
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
数
は
５
０
６
人

で
、
高
齢
者
の
う
ち
16
．
８
％

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
額
で

見
る
と
、
今
年
度
８
億
９
千
万

円
か
か
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
と
比
べ
認
定

者
数
は
29
人
の
増
（
０
．
５
％

増
）
、
給
付
費
は
、
８
千
８
百

万
円
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
原
因
は
、
高
齢
者
の

増
加
や
介
護
す
る
人
の
高
齢
化

や
一
人
暮
ら
し
で
介
護
す
る
人

が
い
な
い
た
め
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
給
付

費
が
増
加
す
る
と
皆
様
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

で
き
れ
ば
、誰
し
も
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
わ
ず
、
元
気
で
長
生

き
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
食

事
に
注
意
し
、
適
度
な
運
動
を

心
が
け
る
こ
と
や
、
病
気
を
早

期
に
発
見
し
早
期
に
治
療
す
る

た
め
に
も
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
認
知
症
予
防
の

た
め
趣
味
活
動
や
仲
間
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
各
種
健
診
や
介
護

予
防
事
業
と
し
て
、
仲
間
と
楽

し
く
過
ご
し
な
が
ら
運
動
が
で

き
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
で
興
味
が
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
元
気

で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
知
恵
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

保
健
福
祉
課
　
遠
藤
　
絹
代
　
保
健
師

歯周病･口腔がん検診
もう受けましたか？
　歯周病は自覚症状がなく進行

します。受診していない人はこ

の機会に受診しましょう。

■対象者　今年度に40歳、50歳、

60歳、70歳になる人（対象者は

8月に問診票を郵送しています）

■実施期間　2月末まで

【問い合わせ】

　　　保健福祉課　34－1937

歯周病・口腔がん検診　実施医療機関

※受診希望の診療所に直接申し込んでください。町外の歯科診療所は該当しません。

浜 土・日・祝日

日・祝日

水・日・祝日

木・日・祝日

日・祝日

34－0711

34－1234

34－0034

37－1111

32－0655

浜

浜

下佐ヶ野

田中

歯科診療所名

庄内歯科クリニック

ヒロ歯科クリニック

石原歯科医院

いなば歯科医院

中村屋歯科医院

地　区 電話番号 休診日 検診内容など

【負担金】
  1,000円
（70歳は無料）

【内容】
  問診・歯と歯ぐき
  の診察、検査

現在の国民健康保険(国保)は、市区町村ごとに運営されていますが、

平成30年4月からは、都道府県と共同で運営していきます。
【問い合わせ】町民生活課保険年金係　☎34－1932

静岡県では・・・

【市町ごとに運営】 【市町と県とで運営】

● 平成30年3月まで ● 平成30年４月から

国保が抱えるさまざまな課題(高齢者の割合

が高く所得水準が低い、医療水準が高いな

ど)を解消するため、運営規模を大きくし、

財政を安定させることがねらいです。

　

国
保
の
資
格
管
理
が
県
単
位
に

な
り
、
河
津
町
か
ら
県
内
の
市
町

へ
転
出
し
た
場
合
、
国
保
の
資
格

は
継
続
し
ま
す (

被
保
険
者
証 (

保

険
証) 

な
ど
は
転
出
先
の
市
町
で

交
付) 

。
県
内
の
市
町
か
ら
河
津

町
に
転
入
す
る
と
き
も
同
様
で
す
。

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
県
が
市

町
ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
標
準
保

険
税
（
料
）
率
を
決
定
し
、
町
が

そ
れ
に
基
づ
い
て
税
額
を
算
定
し

ま
す
。

県
が
加
わ
っ
て
国
保
を
運
営

　

資
格
管
理
が
県
単
位
に
な
る
た
め
、

県
内
市
町
間
で
転
入
や
転
出
を
し

て
も
、
平
成
30
年
４
月
以
降
に
受

診
し
た
分
の
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
該
当
回
数
は
引
き
継
が
れ

ま
す
。

　

な
お
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

・
国
保
税
を
町
に
納
め
る
こ
と

・
国
保
税
の
納
付
方
法

・
健
康
保
険
の
切
替
手
続
き
や
、

高
額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
な
ど

を
町
の
窓
口
で
行
う

・
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

高
額
医
療
費
の
多
数
回
該
当

が
県
単
位
で
通
算
さ
れ
ま
す

現在の保険証

現在お持ちの保険証などは、

平成30年4月1日以降の更新

まで使用できます！

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
保
険
年
金
係

　
　 

　
　
　
☎ (

３
４) 

１
９
３
２

新様式の保険証(案)

平成30年4月以降に交付する
保険証などの様式が変わります

Ｂ町Ａ市

Ｃ市

Ｃ市

県

Ａ市

Ｂ町

県が決定した納付金を
市町が納付

県は保険給付に
必要な費用を市
町に支払う

運営方針の策定運営方針の策定

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　年　月　日

記号番号
指名　　　　　　　　　　　　　　　　　性別
生　年　月　日　　　　　　　　　生　年　月　日
資格取得年月日　　　　　　　　　生　年　月　日
交 付 年 月 日　　　　　　　　　生　年　月　日

世帯主氏名

住所

保険者番号

保険者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

都道府県
番号

保険者別
番号

検証
番号

静　 岡 　県
国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　年　月　日

都道府県
番号

市区町村
番号

検証
番号

記号番号
指名　　　　　　　　　　　　　　　　　性別
生　年　月　日　　　　　　　　　生　年　月　日
適用開始年月日　　　　　　　　　生　年　月　日
交 付 年 月 日　　　　　　　　　生　年　月　日

世帯主氏名

住所

保険者番号

交付者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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11
月
23
日
、
熊
本
市
の
坪
井
川

遊
水
地
に
お
い
て
河
津
桜
植
樹
祭

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊

本
地
震
の
復
興
支
援
に
と
、
河
津

町
が
河
津
桜
の
苗
木
１
３
０
本
を

熊
本
市
に
贈
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
式
典
に
は
飯
田
起
与
前

副
町
長
や
熊
本
市
民
が
出
席
し
ま

し
た
。
参
加
者
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ

を
手
に
、
坪
井
川
遊
水
地
の
土
手

　
沿
い
に
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
苗

木
に
は
、
河
津
町
の
小
学
生
が
震

災
の
復
興
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
短
冊
が
つ
る
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飯
田
起
与
前
副
町
長
は
「
苗
木

は
数
年
か
け
て
花
を
つ
け
始
め
る
。

熊
本
の
復
興
と
共
に
、
河
津
桜
が

咲
き
誇
る
と
き
を
心
待
ち
に
し
た

い
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
挨
拶
し
、

「
坪
井
川
遊
水
地
の
会
」
副
会
長

の
秋
山
高
宏
さ
ん
は
「
地
元
住
民

の
手
で
満
開
の
桜
並
木
を
育
て
た

い
。
熊
本
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来

故
郷
を
思
い
出
す
場
所
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

発
祥
の
地
に
育
つ
河
津
桜
の
保

護
育
成
を
計
る
た
め
に
河
津
桜
守

人
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
河
津
桜
を

見
守
り
、
手
入
れ
等
を
実
践
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
河
津
桜
守
人
の

会
」
設
立
総
会
が
11
月
30
日
に
行

わ
れ
、
剪
定
や
病
害
虫
対
策
な
ど

の
事
業
計
画
や
役
員
選
出
な
ど
の

議
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
長
に
は
、
土
屋
達
雄
さ
ん
＝

田
中
＝
が
選
任
さ
れ
新
任
の
挨
拶

で
「
事
前
に
町
で
管
理
し
て
い
る

河
津
桜
の
現
状
を
調
査
し
デ
ー
タ

化
し
た
の
で
、
こ
れ
を
会
員
で
共

有
し
、
事
業
を
計
画
的
に
効
率
よ

く
安
全
に
進
め
て
行
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。　

　

同
会
の
会
員
は
、
現
在
14
名
で
、

一
昨
年
河
津
桜
守
人
に
認
定
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
加
藤
正
通
樹
木
医
が
就
任

し
ま
し
た
。

町
民
へ
の
お
願
い

　

河
津
川
沿
い
の
ナ
ン
バ
ー
札
が

付
い
て
い
る
桜
に
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
ナ
ン
バ
ー
と
状
況
を
事
務

局
ま
で
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

問
　
河
津
桜
守
人
の
会
事
務
局

産
業
振
興
課
☎ (

３
４) 

１
９
４
６

河
津
桜
の
保
護
育
成
の
た
め

河
津
桜
守
人
の
会
設
立
総
会

news

news

news

熊
本
市
に
河
津
桜
の
苗
木
を
寄
贈

河
津
桜
植
樹
祭

河津桜守人の会　会員たち

剪定作業をする参加者達

河
津
桜
合
同
剪
定
作
業

川
沿
い
の
河
津
桜
を
剪
定

写真上：
河津桜の苗木を
贈る飯田起与前
副町長

写真左：
坪井川に河津桜
を植樹する参加
者

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
河

津
桜
合
同
剪
定
作
業
（
河
津
桜
守

人
、
か
わ
づ
花
の
会
、
守
人
サ
ポ

ー
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
案
内
人
）
を

12
月
２
日
、
５
日
、
19
日
の
３
日

間
（
述
べ
約
１
１
０
名
）
で
行
い

ま
し
た
。
河
津
川
沿
い
の
笹
原
公

園
付
近
と
豊
泉
の
足
湯
付
近
約
１

１
０
本
の
支
障
木
や
枯
れ
枝
、
樹

木
の
成
長
を
妨
げ
る
徒
長
枝
、
ヒ

コ
バ
エ
な
ど
を
除
去
し
、
健
全
な

木
に
育
つ
よ
う
樹
形
を
整
え
ま
し

た
。

　町表彰式が12月7日、役場議場で行われ、長年にわたり町の振興発展に貢献した山本和之さんを
岸重宏町長が表彰しました。

謝辞を述べる山本和之さん

【
有
功
表
彰
】

山
本　

和
之
さ
ん
（
71
歳
）

　
　
　
　
　
　
　

＝
見
高
入
谷
＝

　

多
年
に
わ
た
り
、
河
津
町
議
会

議
員
を
務
め
、
そ
の
間
同
議
長
、

同
常
任
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
す

る
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
行
政

連
絡
委
員
を
務
め
る
な
ど
地
域
行

政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
岸
重
宏
町
長
が

「
長
年
の
河
津
町
を
思
う
御
志
の

高
さ
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
念

を
表
す
と
と
も
に
、
そ
の
ご
活
躍

を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ご
家
族

並
び
に
関
係
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
を
贈
り
、
山
本
和
之
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

曜
日
や
時
間
を
気
に
せ
ず
、
24
時

間
い
つ
で
も
気
軽
に
納
付
が
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま
す
。

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
引
き
続
き
、
役

場
や
金
融
機
関
で
の
窓
口
納
付
や

口
座
振
替
も
可
能
で
す) 

。

　

休
日
や
夜
間
を
問
わ
ず
税
金
を

納
付
で
き
る
の
で
、
平
日
昼
間
が

忙
し
く
、
時
間
が
取
れ
な
い
人
に

も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
収
納
代
行
業
者
や
コ
ン

ビ
ニ
各
社
と
は
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
安

心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
税
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

　

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
セ
ブ
ン 

ー 

イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
こ
の
他
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

取
扱
い
店
は
平
成
30
年
４
月
以

降
郵
送
す
る
納
付
書
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

取
り
扱
え
な
い
納
付
書
は
次
の

と
お
り
で
す 

。

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷
の
な
い
納
付
書

・
バ
ー
コ
ー
ド
部
分
が
傷
や
汚
れ

で
読
み
取
れ
な
い
納
付
書

・
金
額
を
修
正
し
た
納
付
書

・
納
付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の

　
こ
れ
ら
は
、
役
場
ま
た
は
金
融

機
関
で
納
付
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
生
活
課
　
徴
収
係

　
　
　
　
　 

☎ (

３
４) 

１
９
２
８

し
し
ょ
う
ぼ
く

と
ち
ょ
う
し

か
わ
づ
ざ
く
ら
も
り
び
と
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平成29年度木造住宅の耐震化推進セミナー

「ものづくりマイスター」を募集

◆ 今月の納税 ◆
町県民税４期　国民健康保険税９期

後期高齢者医療保険料６期　１月31日 (水) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

　静岡県内の事業場で働く(パート・ア

ルバイトを含む）全ての労働者に適応

される「静岡県最低賃金」が改正され、

平成29年10月4日から「時間額832円」

となりました。

　特定の産業には特定 (産業別) 最低賃

金が定められています。詳しくは静岡

県労働局ホームページ、または下記へ

お問合せください。

問　静岡労働局賃金室　

　　　　　　　　  ☎054－254ー6315

　平成29年10月までに警察に通報のあっ

た「声かけ事案などの不審者情報」は

県内で1,263件、下田警察署管内では7

件でした。

　不審者による声かけは、小学生の女

の子が１人で下校しているときに多く

発生しています。防犯ブザーの電池切

れに注意したり、いざというときに逃

げ込める「こどもをまもる家」の場所

を確認したりと防犯対策をしましょう。

　　　  ～地域の皆さまへ～

　下校時間帯には玄関先や庭先に出た

り、買い物やウォーキング、犬の散歩

をしたりと、子ども達の見守りをお願

いします。

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　　  ☎27－2766

　110番は、事件・事故などの緊急時の

ためのものです。緊急性のない相談や

照会などは警察署や交番、または♯9110

にお問合せください。

問　下田警察署　☎27－0110

静岡県最低賃金832円に

地域全体で子どもを見守ろう

1月10日は110番の日です

平成29年度保育のお仕事フェア

相続登記はお済みですか？

平成30年4月採用自衛官候補生説明会

　県内の保育所などへ就職を希望する

方への支援を目的に「保育のお仕事フェ

ア」を開催します。(参加費無料)

日　時　１月27日(土) 13時～16時

場　所　ホテル沼津キャッスルブライトン

　　　　(沼津市日の出町１－１)

内　容　保育士さん就職応援セミナー

　　　　個別面談コーナー

　　　　各種相談コーナー

対　象　保育士資格取得予定者及び保

　　　　育士有資格者で、保育士とし

　　　　て就職を希望する者

　参加希望者は直接会場にお越しくだ

さい。

問　静岡県・静岡市保育士・保育所支援センター

　　　　　　　　  ☎054－271－2110

　静岡県司法書士会では、下記のとお

り無料相談会を開催します。

日　時　２月３日(土) ９時～12時

場　所　下田市民文化会館　小会議室

内　容　相続、遺産分割、遺言など

問　静岡県司法書士会下田支部　志賀

　　　　　　　　　　　　☎34－0007

　 ～守りたいものを守れる人に～　

　自衛官になるための制度はいろいろ

とありますが、その中の一つに自衛官

候補生 (任期制) の制度があります。任

期は２年間または３年間を基準とし、任

期を継続することができます。任期終

了後の再就職については民間企業など

へ再就職するために、資格の取得など、

キャリアサポートは充実していますの

で安心できます。また、選抜試験に合

格すれば定年まで働くことができます。

日　時　１月31日(水) ９時～12時

場　所　ハローワーク下田

　　　　(下田公共職業安定所)

対象者　18歳から27歳未満の男女

※申込み不要、自由に参加が可能です。

問　自衛隊地方協力本部  伊東地域事務所

　　　　　　　　   ☎0557－37－9632

　静岡県建築士会では、県民の皆さま

に既存木造住宅の耐震対策の現状と、

静岡県の取り組みを紹介します。(参加

無料)

日　時　1月30日(火)13時30分～16時30分

場　所　下田土木事務所

受　付　13時～13時30分 (定員50人)

内　容

講習１「熊本地震の被災状況の報告」

講習２「木造住宅の耐震化対策について」

・プロジェクト「TOUKAI-0」

・新耐震基準の木造住宅の耐震性能検

証法の紹介

講習３「新耐震木造住宅技術について」

・最新の耐震補強技術の紹介

問　公益社団法人  静岡県建築士会事務局

　　　　　　　　  ☎054－254－9381

　　　　　　   FAX：054－273－0478

　　　  E-mail:honkai@shizu-shikai.com

　厚生労働省では、技能の継承や後進

の育成に意欲のある人を募集します。

認定要件

以下の①から③すべての要件に該当す

る人の中から、中央技能振興センター

が認定します。

①以下のいずれかに該当する人

・技能検定の特級・１級・単一等級技能

士、または同等の技能を有すると認め

られる人

・技能五輪全国大会成績優秀者(銅賞まで)

②実務経験が15年以上ある人

③技能の伝承や後進の育成に意欲を持

って活動する意思及び能力のある人

申　請　中央職業能力開発協会ホーム

ページから申請書を入手し、必要事項

をご記入の上、下記お問い合わせ先に

申請ください。

期　間　派遣先と相談の上、決定

報　酬　1時間当たり6,100円

問　静岡県職業能力開発協会

　　静岡県地域技能振興コーナー

　　　　　　　　  ☎054－344－0202

　　　　　　　FAX：054－345ー2397

　http://www.town.kawazu.shizuoka.jp

河
津
町
議
会
議
長

宮
崎
　
啓
次

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的
に
は
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る
挑
発
行
為
に
よ
り
、
米
・
中
・

露
に
よ
る
沈
静
化
の
調
整
が
つ
か
な
い
中
、
外
交
的
に

も
経
済
的
に
も
不
安
の
多
い
一
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
経
済
指
標
に
つ
い
て
は
国
内
景
気
は
緩
や
か

な
拡
大
を
続
け
、
日
経
平
均
株
価
は
一
時
25
年
ぶ
り
の

高
値
を
付
け
る
な
ど
、
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
県
内
景
気
を
み
る
と
消
費
回
復

に
向
け
薄
日
が
差
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
は
あ
る
反
面
、

残
念
な
が
ら
伊
豆
半
島
南
部
の
市
町
で
は
個
人
消
費
も

伸
び
悩
み
、
低
迷
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
厳
し
い
中
で
も
河
津
町
内
で
は
商

工
業
者
の
数
も
、
県
内
他
市
町
に
比
較
し
唯
一
増
加

し
、
直
近
１
、
２
年
に
町
内
へ
の
移
住
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
子
育
て
支
援
政
策
の

効
果
と
、
移
住
者
支
援
の
施
策
の
効
果
で
あ
り
、
子
育

て
世
代
も
多
く
、
起
業
す
る
方
も
お
り
ま
す
。
今
後
、

空
き
家
バ
ン
ク
や
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る

な
ど
、
よ
り
一
層
の
人
口
減
少
対
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
「
天
城
北
道

路
」
が
開
通
し
ま
す
。
町
内
で
は
「
下
田
河
津
Ⅱ
期
工

区
」
の
逆
川
・
小
鍋
間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
工
し
ま

す
。
な
に
よ
り
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
昨
年
12
月

13
日
、
「
天
城
峠
道
路
」
の
ル
ー
ト
が
西
側
ル
ー
ト
に

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
２
、
３
年
で
環
境
影
響
調
査
を

行
い
、
そ
の
後
着
工
の
手
順
と
な
り
ま
す
。
縦
貫
自
動

車
道
の
整
備
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
町
内

へ
の
容
易
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
重
要
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
整
備
の
課
題

を
は
じ
め
「
高
齢
者
の
健
康
寿
命
対
策
」、「
子
育
て
支

援
の
充
実
」、「
地
域
産
業
の
活
性
化
」、「
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
、
「
防
災
対
策
」
等
の
課
題
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
、
議
会
と
行
政
の
二
元
代

表
制
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

と
共
に
、
「
河
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
念
頭
に
地
方
創
生
に
お
け
る
諸
施
策
を
推
進
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満

ち
た
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
私
は
昨
年
11
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
後
４
年
間
の
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
同
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

る
為
に
奮
闘
す
べ
き
年
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し
た

新
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
人
口
は
、
平
成
29
年
公
表
の
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

で
は
２
０
５
３
年
に
は
１
億
人
を
割
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
、
国
内
需
要
の
縮
小
や
労
働

力
人
口
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
経
済
活
力
の
低
下
を
は

じ
め
、
私
達
の
生
活
全
般
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
賀
茂
地
区
で
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

河
津
町
に
お
い
て
も
、
推
計
年
（
２
０
１
０
年
）
か
ら

30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
５
２
３
５
人
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
河
津
町
は
温
泉
が
あ
り
、
海
・
山
・
川
の

自
然
に
恵
ま
れ
、
伊
豆
東
海
岸
の
交
通
の
要
所
と
し
て

利
便
性
に
も
恵
ま
れ
、
病
院
も
あ
り
生
活
環
境
と
し
て

は
、
賀
茂
地
区
の
中
で
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
少
子
高
齢
化
は

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
は
、
労
働

力
と
な
る
人
の
定
住
を
い
か
に
進
め
る
か
が
大
事
な
施

策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
子
育
て
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
そ
し
て
働
き
場
を
確
保
す
る

事
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
「
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
」
で
河
津
町
チ
ー
ム
が
町
の
部
・
12
チ
ー
ム
中
で

６
位
に
入
賞
し
、
選
手
た
ち
が
一
生
懸
命
走
り
健
闘
す

る
姿
を
見
て
、「
小
さ
い
町
で
も
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
大
き
な
町
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
魅
力
あ
る
町
に
出

来
る
ん
だ
」
と
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
何
と

か
し
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
少
し
で
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

私
た
ち
の
町
に
明
る
い
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
河
津
桜
も
開
花
し
、
河
津
桜
ま
つ

り
で
町
も
活
気
づ
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
も
、
「
情
報
公
開
と
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
」
で
町

全
体
に
花
が
開
く
よ
う
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
津
町
長

岸
　
　
重
宏

２

　平成30～31年度にエコクリーンセン

ター東河の大規模改修工事を実施しま

す。この間、通常２炉での焼却を１炉ず

つの交代運転とし、他市町に焼却を依

頼しますので、ごみの減量について一

層のご協力をお願いします。

　 ―ごみを減量するには (参考) ―

・役場の古着等回収ボックスを利用す

る（洗濯済みの不用衣類を、町指定の

可燃袋に入れて出してください）

・資源ごみ（ペットボトル、新聞紙、

雑誌やダンボールなど）の分別を徹底

し、資源の有効活用をしましょう。

・生ごみの水を十分に切って出す

※家庭用生ごみ処理機の購入補助金も

ご活用ください。

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日　時　２月３日(土) ９時30分～16時

場　所　伊豆農業研究センター

　　　　（東伊豆町稲取3012番地）

内　容　カンキツ類新品種の試食会、

試験研究新技術展、切り花・みかん・

ワサビほか農産物の販売

問　伊豆農業研究センター

　　　　　　　　  ☎0557－95－2341

（11月１日～30日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（12月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,415 人　　前月比（±０)

3,595 人

3,820 人

3,327 世帯　前月比（＋７）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

日　時　１月17日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター１階

　　　　展示室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日　時　２月７日(水)　10時～15時

場　所　役場２階　第２会議室

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日時・場所

１月11日(木)　下田市役所 (要予約)

１月18日(木)　河津町役場 (要予約)

９時30分～11時30分　13時～14時

問　下田市役所市民保健課   ☎22－3922

　　河津町役場町民生活課　☎34ー1932

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　１月10日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　☎34－1932

日　程　１月23日(火)、３月27日(火)

時　間　９時～12時

場　所　ハローワーク下田

費用は無料、申し込みは不要です。

問　静岡県ナースセンター下田相談所

　　　　　　　　☎080－2650－0327

人権・行政・生活相談

日本年金機構出張相談

身近なこと生活相談へ

ごみの減量について

犬・ねこ適正飼養相談

介護職等再就職相談のお知らせ

第11回伊豆農業研究センター公開デー

お知らせ

◆ 今月のふれあい町長室 ◆
１月24日(水) 13時30分～15時00分　1人20分程度、団体不可

（職員が立会います）

予約受付：１月15日(月)～１月19日(金)

問　まちづくり推進課　34ー1924

平成29年12月23日、副町長に土屋晴弥氏、教育長に鈴木基氏
が就任しました。

土屋　晴弥 氏
つちや はるや

鈴木　基 氏
すずき もとい

　
飯
田
起
与
副
町
長
が
平
成
29
年
11
月

27
日
、
横
山
宥
久
教
育
長
が
平
成
29
年

12
月
22
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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12
月
２
日
、
第
18
回
静
岡
県
市

町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
静
岡
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
河
津
町

選
手
団
は
町
の
部
で
６
位
入
賞
を

果
た
し
、
「
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受

賞
。
寒
空
の
下
、
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
走
り
抜
け
る
姿
に
河
津
の
強
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

外
は
寒
い
か
ら…

…

と
、
家
の

中
に
こ
も
り
が
ち
な
こ
の
季
節
。

し
か
し
、
運
動
は
肉
体
と
精
神
を

共
に
健
康
に
し
て
く
れ
ま
す
。
駅

伝
の
選
手
の
よ
う
に
は
走
れ
な
く

て
も
、
毎
日
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら

始
め
て
み
よ
う
か
な
、
と
思
っ
た

冬
の
一
日
で
し
た
。
（
ｙ
）

終
わ
っ
て
か
ら
は
ジ
ム
に
通
い
、
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
数
ヶ
月
に
一
度
、
か
つ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
し
て
い
た
と
き
の
仲
間
と
集
ま
っ
て

食
事
を
す
る
な
ど
、
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
休
日
は
家
族
で

買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
く
、
子

ど
も
好
き
な
パ
パ
と
し
て
の
一
面
も
。

将
来
は
、
定
年
退
職
し
た
ら
託
児
所
を

開
き
た
い
と
の
こ
と
。「
子
ど
も
が
好

き
だ
か
ら
、
子
ど
も
に
関
わ
り
な
が
ら

地
域
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
活
動
も
充

実
し
て
い
る
若
林
さ
ん
。
介
護
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
若
林
さ
ん
に
相

談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

姉妹都市 長野県白馬村通信

地域断層地震から学ぶ

防災シンポジウムの様子

■発行　河津町役場　〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2 0558-34-1111　■編集　まちづくり推進課　■印刷 ㈱栄協　 　

■河津町ホームページアドレス  http : //www.town .kawazu . sh i zuoka . j p/　■E メール i n f o@town .kawazu . sh i zuoka . j p

利
用
者
さ
ん
と
は
一
期
一
会
の
縁

　

今
月
の
「
か
わ
づ
の
人
」
は
、
河
津

お
も
と
苑
で
相
談
員
と
し
て
働
く
若
林

僚
さ
ん
で
す
。
若
林
さ
ん
は
、
17
年
前

に
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
と
き
、「
こ
れ

は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
な
る
」
と

感
じ
て
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
現
在

の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。「
利
用
者
さ
ん

と
は
一
期
一
会
の
縁
。
こ
の
施
設
や
こ

の
相
談
員
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
さ
ん
の
悩
み
や
不
安

を
取
り
除
く
た
め
に
し
っ
か
り
と
話
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
そ
の
家
族

に
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
若
林
さ
ん
で
す
が
、
仕
事
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年11月22日に「神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城断層地震から学ぶ」と題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した防災シンポジウムが開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催され、約200名の方にご来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場頂きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神城断層地震から早いも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので３年が経ち、村内には地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震の傷跡はほとんど見られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なくなりました。

　日本は地震・災害大国です。今後起こり得る災害に備え、白馬の奇

跡を「美談」で終わらせないように語り継ぎ、災害の記憶を風化させ

ないことが大切だと感じます。

河津おもと苑　勤務

若林 僚さん

河津おもと苑で相談員として働きなが

ら、利用者やその家族により良いサー

ビスを提供できるよう、日々努力して

いる。

下田市　53歳

わかばやし　りょう

おもと苑で働く若林さん

　
　

【
取
材
】
田
島　

禎
之
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）
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